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同種 と、普逋 、

『
混同 され て居る事 と思ふ 。

　20． 蟻 と 間 遠 へ られ た 5 ラ カ ミ キ y 。

　ト ラ カ t キ リ（Clitini＞の 類で 、 蜂に慨態 しだ と稱せ られ る もの は決 して 少

くな い 。 然 し、蜷 と同様の 關係に あ る ものは ない樣に思ふ 。 余は 曾て動物墨雑

誌第 475 號 （1928）に書い t・ H 本産 甲蟲類の 記（⊃ に於て 、 崟灣1亘春にて ク 。

トゲ ア リ と誤 られ て 觀察 した一種の トラ カ ミ キ リを報 じた 事があ る が 、其の

時 、墾 名は 同定 し得な い で 居ナこ
。 頃 日其の種は Perisst（s　kau（Taifenstl　ScmvA 既 風

（1925 ）で ある事が分 つ たの で 、と りあ へ す報告 して 置 く。

　　　　　　　　オ ホ フ タ ホ シ マ グ ソ コ ガ ネ の 産 地

　咋年 本誌第 3 卷第 3號 の 甲蟲類雜 感中 ヘ オ ＊ フ タ ホ シ マ グ 7 コ ガ ネ ！鰍 o−

alitts
　
6鯨 聊 ALLI！蹠 丁 に 就 て 書 い て置い た と ころ、學友立 石砦氏竝びに安松

京三 氏か ら下記 の邇 りの御知 らせ があつ たの で兩民の 御好意を謝 し こ こ に紹

介 しよ うと思 ふ
， 立 石氏 か らは 「若松 附近の路上 の 牛馬の 糞中に多 數ゐる 。

夂 、 北海岸 （玄 海方面）を 4 里、南海岸（洞 海灣方面）を 2 里許 り歩き 、 附近の

山 も可成 り注意 した が、この類で は オ ホ フ タ ホ シ マ グ ソ コ ガ ネが最 も多い や

うであ る 。 糞の 1 山に 40−50 頭ゐる もの さへ あつ た。 」とあり、 安松氏 の通信

では
「
福岡附近では卒地に 多 い種類で 、 秋 に よ く馬糞中で 探集 される 」とあつ

ナニ。 要す るに幅岡 、 若松附近に 於 ける Dun9 −beetle 中では最 も普迺に産ナる

もの に屬 する と思 はれ る 。 （Jan・1930・帥 谷 一男）

　　　　　　　 9 ツ ス ヂ トラ カ S キ リ め加 害 植 物

　・ ツ
．
ス ヂ ト 効 ミキ リ Cl・1… L？・・1・erttS 　9・ ine・sefasc ・磁 ’・℃・ST7コ・・AU … G 。・・ は

本州 ・四國 ・琉球 ・臺灣か ら知 らi2てゐ る種で ある が．本州に於 て は 西方の 暖

地に 産す る。

余 は 1927 年 7 月山口縣伊保木で數頭の＊ 種を得 t 。 其時 何れ 鯉 を害 し

て居だ。 本種の加害植物 ば從來一 も知 られ て 居なか つ t か ら、新加害植物 と

して報 告 して 置 く。 （瀧 尾 墸 夫）
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